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バイオインフォマティクスイメージング

糖鎖修飾解析 遺伝子発現解析

イメージングとバイオインフォマティクスを用いた

気道上皮細胞のバリア機能解析

喘息モデルマウス

気道上皮細胞へのアプローチ

インフォマティクス

免疫細胞によるアレルギー誘導とその制御機構

免疫細胞へのアプローチ

サイトカイン

Th2細胞

Th17細胞
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ILC

樹状細胞

•気管支喘息の発症機構の解明
•難治性喘息の新規治療機軸の
 確立

杯細胞分化の制御機構の解明

杯細胞形成のアプローチ

Stat6Stat3NF-kB
C-型レクチン

mucin

リウマチ性疾患・膠原病の画像診断 リウマチ性疾患・膠原病のバイオマーカー探索

自己免疫疾患の臨床研究 観察研究 ランダム化比較試験
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実験的⾃⼰免疫性脳脊髄炎
コラーゲン誘導関節炎

⾃⼰免疫性筋炎、DSS腸炎
Imiquimod誘発ループスモデル

急性⼼筋梗塞後⼼不全
(循環器内科と共同研究)
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細胞機能解析
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疾患モデルマウス解析
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食細胞等の機能解析
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アレルギー・臨床免疫学
教授：中島 裕史

Science for Patients: From Laboratory to Bedside
私たちは、アレルギー疾患や⾃⼰免疫疾患などの難治性免疫疾患の診療から⽣じた疑問を分
⼦・細胞⽣物学的な⼿法を⽤いて解明し、それを臨床へと還元することを⽬指しています。

1.  難治性喘息の病態の解明

2.  T細胞をはじめとする免疫細胞の機能解析

3.  アレルギー疾患・⾃⼰免疫疾患の臨床研究
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